
【図1】活動組織

５割以上の実施

【図2】広域活動組織

Ａ集落 Ｂ集落

Ｃ集落
Ｄ集落

５割以上実施

① 資源向上支払の対象田面積で、田んぼダムを

５割以上の面積で取り組むこと【図1】

② 広域活動組織にあっては、加算措置に取り組む

集落毎に田面積で５割以上取り組むこと【図2】
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田んぼダム通信 令和7年12月15日

ほ場整備地区での取組が広がっています
令
和
七
年
六
月
、
県
営
ほ
場

整
備
事
業
「
猿
田
西
地
区
」

（
秋
田
市
上
北
手
）
の
事
業
推

進
委
員
会
に
お
い
て
、
田
ん
ぼ

ダ
ム
を
紹
介
し
ま
し
た
。

本
地
区
は
今
年
度
の
新
規
採

択
地
区
で
、
令
和
八
年
度
以
降

に
行
う
区
画
整
理
工
事
に
先
立

ち
、
近
隣
の
四
ツ
小
屋
地
区
お

よ
び
仁
井
田
地
区
で
取
組
が
拡

大
し
て
い
る
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
つ

い
て
、
目
的
や
構
造
の
ほ
か
、

広
域
的
な
取
組
に
よ
り
得
ら
れ

る
効
果
を
推
進
委
員
へ
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
（
写
真
1
）

推
進
委
員
か
ら
は
、
取
り
組

む
こ
と
に
よ
る
営
農
へ
の
影
響

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
ま
し

た
が
、
県
内
外
の
事
例
に
基
づ

き
、
取
組
の
有
無
に
よ
り
水
稲

の
品
質
に
差
は
生
じ
な
い
こ
と

を
説
明
し
、
理
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
地
区
で
は

田
ん
ぼ
ダ
ム
に
取
り
組
む
こ
と

が
決
定
し
、
大
雨
時
に
お
け
る

猿
田
川
流
域
の
浸
水
被
害
軽
減

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

田
ん
ぼ
ダ
ム
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

（写真2）田んぼダム模型による実演

（写真1）事業推進委員会での説明

令
和
七
年
七
月
八
日
、
大
仙

市
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
第
十
四
回
雄

物
川
圏
域
流
域
治
水
協
議
会
作

業
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
「
流
域
治
水
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
位
置
付
け
ら
れ

た
事
業
や
取
組
を
圏
域
内
の
関

係
機
関
で
共
有
し
、
情
報
交
換

の
場
と
す
る
ほ
か
、
そ
こ
で
得

た
情
報
を
基
に
圏
域
内
で
広
く

展
開
す
る
こ
と
で
、
流
域
治
水

活
動
の
更
な
る
推
進
や
実
践
に

繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

新
た
に
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
組
を
始
め
る
に
は
、
ほ
場
整

備
事
業
の
ほ
か
、
左
表
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
振
興
局
農
林
部

農
村
整
備
課
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

流
域
治
水
協
議
会
で

田
ん
ぼ
ダ
ム
模
型
が
活
躍

田
ん
ぼ
ダ
ム
通
信

ま
ず
、
県
仙
北
地
域
振
興
局

農
林
部
か
ら
、
県
・
市
町
・
土

地
改
良
区
が
連
携
し
、
田
ん
ぼ

ダ
ム
の
取
組
拡
大
を
図
っ
て
い

る
事
例
を
紹
介
し
、
そ
の
後
に

田
ん
ぼ
ダ
ム
模
型
を
用
い
た
実

演
（
写
真
2
）
で
、
取
組
に
よ

る
効
果
を
説
明
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
参
加
者
か

ら
「
こ
れ
ま
で
田
ん
ぼ
ダ
ム
の

仕
組
み
や
効
果
に
つ
い
て
イ

メ
ー
ジ
が
湧
か
な
か
っ
た
が
模

型
実
演
に
よ
っ
て
効
果
や
差
が

は
っ
き
り
と
分
か
っ
た
。
普
及

拡
大
に
向
け
た
活
動
に
役
立
て

た
い
」
と
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
組

に
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。

田んぼダムの取組面積
組織の活動範囲
広域活動組織における支援対象

凡
例

■お問い合わせ先の電話番号
（各地域振興局農林部農村整備課）

【鹿 角】0186-23-2243
【北秋田】0186-62-3900
【山 本】0185-52-1232
【秋 田】018-860-3394
【由 利】0184-22-7554
【仙 北】0187-63-6117
【平 鹿】0182-32-9509
【雄 勝】0183-73-6135

① 地区内の５割以上の面積で田んぼダムを実施

② 水田貯留機能向上計画の策定

③ １地区あたりの事業費が200万円かつ受益者が

農業者２名以上

○ 田面排水桝は「流量調整板」も対象となる

農地耕作条件改善事業

要件

備考

畦畔補強 田面排水桝 排水路

14.5万円/100m 4.0万円/箇所 22万円/10m

助成額
（定額）


